


















（１０）

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
安
心
の
ま
ち

　

「
交
通
安
全
・
防
犯
・
暴
力
追
放
市
町
民
大
会
」
が
２
月
６
日（
土
）

に
小
山
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
交
通
安
全
や
防
犯
活
動
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
と
、
防
犯
ポ
ス

タ
ー
で
入
選
し
た
中
学
生
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

（
敬
称
略
）

【
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
実
践
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
団
体
表
彰
】

　

潤
島
福
寿
会
（
ラ
イ
オ
ン
チ
ー
ム
・
お
お
か
み
チ
ー
ム
、白
く
ま
チ
ー

ム
）、
野
渡
寿
会

【
野
木
町
長
感
謝
状
】

◇
交
通
安
全
功
労
者

　

�

須
田
保
夫
、
安
部
稔
、
杉
山
充
、
長
島
彌
一
、
金
沢
奈
美
惠
、

　

辻
由
貴
子

◇
交
通
安
全
功
労
団
体　

南
赤
塚
小
学
校
交
通
安
全
母
の
会

◇
防
犯
功
労
者　

半
田
端
五
、
柿
沼
幸
子
（
愛
犬
・
そ
ら
）、
布
川
清
、

　

山
野
井
公
子
、
橋
本
光
之
助

◇
防
犯
功
労
団
体　

南
赤
塚
小
学
校
子
ど
も
見
守
り
隊

【
小
山
警
察
署
長
・
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会
長
連
名
感
謝
状
】

◇
交
通
安
全
功
労
者　

檜
山
金
哉
、
小
澤
洋
子
、
大
川
由
江

◇
交
通
安
全
功
労
団
体

　

�

栄
研
化
学
珂
野
木
工
場
、
珂
テ
ラ
ウ
チ
産
業
、
珂
栃
木
銀
行
野
木
支

店
、
珂
国
際
企
画
、
宮
脇
書
店
野
木
店
、
森
永
ス
チ
ロ
ー
ル
珂
栃
木

工
場
、
禍
峯
造
園

【
小
山
警
察
署
長
・
小
山
地
区
防
犯
協
会
長
連
名
感
謝
状
】

◇
防
犯
功
労
者

　

�

新
井
明
石
、
大
髙
健
、
木
村
光
男
、

　

須
田
成
冶
、
大
森
俊
夫
、
柿
沼
榮
進
、

　

針
谷
昇
明

◇
防
犯
功
労
団
体

　

野
木
交
番
連
絡
協
議
会
、

  

佐
川
野
駐
在
所
連
絡
協
議
会

【
防
犯
ポ
ス
タ
ー
】

◇
優
秀
賞　

中
野
心
優
（
野
木
中
）

健 の康 ぎタ をウ 目 しン 指 て １１

「おいしく減塩」
　食塩のとりすぎは高血圧だけでなく、胃がんの原因にもなり

ます。食事のとり方や調理の仕方を工夫することが大切です。

　日本人の食塩摂取量は１日あたり男性 10. ９ｇ、女性９．２ｇ

です。（平成 26年国民健康・栄養調査）

　日本人の目標量と比べて２ｇ以上多いのが現状です。

問町民生活部健康福祉課撒（５７）４１７１

男性 女性

８ｇ未満 7.0 ｇ未満
おいしく減塩するコツ

①おいしく味付けをする

香辛料  こしょう、唐辛子などのスパイスを効かせる

旨味  かつお節、昆布、煮干し、干し椎茸などの天然のだしで旨味を増やす

薬味  生姜、ねぎ、にんにくなどを利用して、風味豊かに

酸味  酢、かぼす、レモンなどの酸味で素材の味を引き立て香りも豊かに

②食べ方の工夫をする

塩分の多いものはとり方に注意する
 漬物、練り製品、ハムやソーセージ、干物、
 せんべい、おかき、スナック菓子など

めん類の汁は残す  例えばラーメン１人前を
・汁を全部残すと食塩摂取量は約２ｇ
・全部飲み干すと食塩摂取量は約６ｇ

しょうゆやソースはかけずにつける  「かける」と「つける」では塩分量に大きな差が出ます

外食や市販の惣菜、レトルト食品は
なるべく避ける

 味付けが濃く、塩分が高めです

「旬」の食材を選ぶ  旬の食材はそのもの自体のおいしさを楽しめます

葛１日の食塩摂取目標量
（厚生労働省「日本人の食事摂取基準」

（2015 年版）による）



（１１） 　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦  

参
加
者
募
集

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
５７
）４
１
３
１

　

渡
良
瀬
遊
水
地
は
、
平
成
24
年
７

月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録

さ
れ
、
四
季
を
通
じ
て
多
く
の
人
々

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
に
多
く
の
ゴ
ミ
が
散
見

さ
れ
、
貴
重
な
自
然
環
境
や
景
観
が

損
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、

地
域
住
民
の
皆
様
や
一
般
利
用
者
の

皆
様
の
参
加
に
よ
り
、
遊
水
地
及
び

そ
の
周
辺
の
ご
み
清
掃
を
行
い
、
美

化
の
促
進
と
自
然
環
境
保
全
の
意
識

の
高
揚
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
も
多
く
の
皆
様
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
参

加
は
個
人
で
も
団
体
で
も
出
来
ま
す

が
、
団
体
で
の
参
加
の
場
合
は
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
４
月
16
日（
土
）９
時
開
始

　

（
８
時
30
分
集
合
・
受
付
）

※ 

雨
天
の
場
合
は
４
月
17
日（
日
）に

実
施
。
17
日
も
天
候
等
に
よ
り
中

止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
野
渡
グ
ラ
ン
ド
（
万
福
寺
西
側
堤
防
内
）

※ 

ご
み
袋
・
軍
手
等
は
主
催
者
側
で

用
意
い
た
し
ま
す
。

第
２
回
野
木
町
春
ま
つ
り

さ
く
ら
ま
つ
り
・
さ
さ
ら
獅
子
舞
・
春
神
楽

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（
５７
）４
１
５
３

　

春
の
お
と
ず
れ
を
つ
げ
る
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
歴
史
あ
る
伝
統
文

化
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

興
日
４
月
２
日（
土
）10
時
〜
20
時

所
町
総
合
運
動
公
園
野
球
場
他

容 

ス
テ
ー
ジ
・
模
擬
店
・
熱
気
球
バ

ル
ー
ン
グ
ロ
ー
・
打
ち
上
げ
花
火
・

芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
放（
花
見
席
）

　
　

　

興
日
４
月
９
日（
土
）13
時
30
分
〜
16
時

　
　
　

10
日（
日
）14
時
〜
15
時
30
分

所
熊
野
神
社（
野
渡
７
５
２
番
地
）

容 

鮮
や
か
に
飾
り
立
て
た｢

山
車｣

や
、

神
社
の
祭
礼
と
し
て

｢
さ
さ
ら
獅

子
舞｣

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

興
日
４
月
10
日（
日
）10
時
〜
14
時

所
野
木
神
社（
野
木
２
４
０
４
番
地
）

容 

町
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
太
々
神
楽
。
な
か
で
も
五
行

の
舞
は
地
元
の
小
学
生
の
女
の
子

が
、金
に
輝
く
冠
を
の
せ
、可
憐
に

舞
い
踊
り
ま
す
。

春
の
交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る
み
運
動

問
総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
５７
）４
１
１
２

〜
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！
あ
な
た
が
主
役
で
す
〜

期
間　

４
月
６
日（
水
）〜
15
日（
金
）

運
動
の
基
本

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

① 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特

に
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

② 

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④ 

子
ど
も
や
高
齢
者
に
優
し
い
３
Ｓ

運
動
の
推
進

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
募
集

問
総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
５７
）４
１
１
２

　

野
木
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、

防
火
・
防
災
に
関
心
の
あ
る
女
性
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
家

庭
の
防
火
、
地
域
の
防
災
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と
は

　

 

家
庭
で
の
火
災
予
防
の
知
識
の
習

得
や
、
防
火
意
識
の
啓
発
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
家
庭
の
主
婦
な
ど

が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る

民
間
防
火
組
織
で
す
。

４
２０１６

〈野木町役場〉０２８０（５７）４１１１代表
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.lg.jp/

※町の事業の申込受付等は、特に指定のない限り土・日曜日、祝日、年末年始を除く
８時 30分～ 17時 15分（「としょかん」と「こどもひろば」を除く）

日 容 儡所 定対 申



（１２）

結

核

検

診

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
７
１

　

結
核
は
「
結
核
菌
」
が
原
因
で
起

こ
る
感
染
症
で
す
。
過
去
の
病
気
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
現
在
も
結
核

に
か
か
る
人
は
決
し
て
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

結
核
の
早
期
発
見
に
は
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
が
有
効
で
す
。
年
に

一
度
は
必
ず
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

日
・
所
左
記
日
程
表
の
と
お
り

平
成
28
年
度

こ
ど
も
の
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
７
１

　

平
成
28
年
度
の
こ
ど
も
対
象
の
予

防
接
種
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

予
防
接
種
は
全
て
個
別
接
種
で
す
。

お
子
さ
ん
の
体
調
と
接
種
間
隔
に
注

意
し
な
が
ら
接
種
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

① 

母
子
健
康
手
帳
な
ど
を
よ
く
読
ん

で
、
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

② 

当
日
は
、
お
子
さ
ん
の
日
ご
ろ
の

状
態
を
よ
く
把
握
し
て
い
る
保
護

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

当
日
は
朝
の
体
温
を
測
定
し
、
予

診
票
に
責
任
を
持
っ
て
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
体
調
が
悪
い
と
感
じ
た

ら
、
接
種
を
見
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

④ 

慢
性
の
疾
患
（
ぜ
ん
そ
く
・
心
疾

患
・
腎
疾
患
等
）
で
治
療
中
の
方

や
け
い
れ
ん
の
既
往
が
あ
る
方
は

主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

予
約

　

直
接
医
療
機
関
へ
お
願
い
し
ま
す
。

※ 
予
診
票
は
医
療
機
関
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

接
種
日
・
接
種
時
間

　

 

各
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

 

 65
歳
以
上
の
方
で
野
木
町
に
住
所

を
有
す
る
方（
28
年
度
に
65
歳
に

な
る
方
を
含
み
ま
す
。）

※ 

職
場
な
ど
で
検
診
を
受
け
る
機
会

の
あ
る
方
は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

対
象
者
の
方
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

通
知
を
い
た
し
ま
す
。

受
付
方
法

　

 

通
知
を
持
参
し
、
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

対
象
者
で
通
知
の
な
い
方
も
、
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
れ
ば
、

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

ど
ち
ら
の
会
場
で
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

　

母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
・
保
険
証

接
種
費
用

・
定
期
接
種
…
無
料

・
任
意
接
種
…
一
部
自
己
負
担

※ 

野
木
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
対

象
年
齢
の
方

個
別
実
施
の
予
防
接
種
と
対
象
年
齢

　

次
表
【
表
１
】
の
と
お
り

接
種
で
き
る
医
療
機
関

　

次
表
【
表
２
】
の
と
お
り

予
防
接
種
の
接
種
間
隔

・
生
ワ
ク
チ
ン
↓
２７
日
以
上

・
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
↓
６
日
以
上

※
生
ワ
ク
チ
ン

　

 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
混
合
・
ロ
タ
・
水

痘
・
お
た
ふ
く
か
ぜ

※
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

　

 

四
種
混
合
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎

球
菌
・
日
本
脳
炎
・
二
種
混
合
・

子
宮
頸
が
ん

※ 

同
じ
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
を
何
回
か

接
種
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定

め
ら
れ
た
間
隔
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い

対

　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申



（１３）



（１４）

※町保健センター・医療機関実施を問わず、年度内に１回のみの受診となります。

※野木町国民健康保険以外の方の４０～７４歳の特定健診は、各保険者にお問い合わせください。

※年齢は平成２８年度中（平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日）にその年齢に達する人です。

　健診当日に野木町に住民票のある方を対象とします。



（１５）

　町では、平成２８年度生活習慣病健診を次のとおり実施します。

　集団健診６月～９月分の受付を４月１１日から開始します。受診には事前の予約が必要となりますので、

電話又は窓口にて、希望の健診日・健診項目をお申し込みください。

　個別医療機関での健診（特定健診・後期高齢者健診の受診券）の受付は５月９日から開始です。

　健診は年齢や性別、今までの受診状況や結果によって受けられる項目が異なります。

　案内はがきで受診できる項目等のご案内をいたします。

　健診を受けるためには、健診当日「案内はがき」が必要です。平成２８年度中は、大切に保管ください。

　事前申込制です。町健康福祉課に電話か窓口での申し込みとなります。

　定員（１２０名程度）になり次第、締め切らせていただきます。

　肺がん検診、胃がんハイリスク検診、肝炎ウイルス検診は集団健診のみ

平成２８年度生活習慣病健診のお知らせ
問町民生活部健康福祉課
　　　　　撒（５７）４１７１



（１６）　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

人
間
ド
ッ
ク
検
査
費
用
助
成

問
町
民
生
活
部
住
民
課

撒（
５７
）４
１
３
６

　

野
木
町
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者
で
、
人
間
ド
ッ
ク
ま
た

は
脳
ド
ッ
ク（
以
下
、「
人
間
ド
ッ
ク

等
」）を
受
診
さ
れ
る
方
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

受
診
医
療
機
関
は
町
内
外
を
問
い

ま
せ
ん
。

対
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方
。

① 

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
で
、
人

間
ド
ッ
ク
等
の
検
査
を
受
け
る
日

に
お
い
て
40
歳
以
上
の
方

② 

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
に
属
す
る
方
、
ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し

て
い
る
方

③ 

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
検
診
を

受
診
し
て
い
な
い
方

補
助
額

　

 

検
査
費
用
の
３
分
の
２（
千
円
未

満
切
り
上
げ
）
で
３
万
円
を
限
度

額
と
し
、
１
年
度
に
つ
き
１
回
の

受
診
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の

　

 

保
険
証
・
領
収
書
（
人
間
ド
ッ
ク

等
検
査
費
用
）
検
査
結
果
表
・
印

鑑
・
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

※ 

申
請
期
間
は
、
人
間
ド
ッ
ク
等
を

受
け
た
日
か
ら
１
年
以
内
で
す
。

〜
平
成
28
年
度
提
案
事
業
を
募
集
し
ま
す
〜

野
木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
補
助
金

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
５７
）４
１
３
２

　

こ
の
補
助
金
は
、
町
民
活
動
を
行

う
団
体
等
が
自
主
的
・
自
発
的
・
継

続
的
に
行
う
公
共
的
・
公
益
的
活
動

に
対
し
、
町
が
事
業
費
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。

対
象
事
業

　

 

町
内
で
実
施
さ
れ
る
事
業
で
、
不

特
定
多
数
の
町
民
を
対
象
と
し
た

公
共
的
・
公
益
的
事
業
（
高
齢
者
・

子
育
て
支
援
、
健
康
増
進
活
動
・

地
域
振
興
、
人
材
育
成
な
ど
）

※ 

詳
し
く
は
応
募
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

対
象
団
体

　

 

町
内
で
公
共
的
・
公
益
的
活
動
を

行
う
構
成
員
５
人
以
上
の
団
体

補
助
額

　

通
常
事
業
：
上
限
20
万
円

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
：
上
限
10
万
円

※ 

継
続
事
業
と
認
め
ら
れ
た
団
体
は

２
年
目
以
降
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

※ 

上
限
額
は
補
助
年
数
に
よ
っ
て
変

動
し
ま
す
。

審
査
方
法

　

 

書
類
審
査
及
び
公
開
の
審
査
会
を

実
施
し
ま
す
。

※ 

審
査
委
員
会
が
審
査
基
準
に
基
づ

き
審
査
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

４
月
１
日（
金
）〜
28
日（
木
）

応
募
方
法

　

 

申
請
書
類
を
生
活
環
境
課
へ
直
接

持
参

※ 

応
募
要
項
、
申
請
書
類
等
は
、
生

活
環
境
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○ 

野
木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援

事
業
補
助
金
説
明
会

日
４
月
６
日（
水
）10
時
〜

所
役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

○ 

野
木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援

事
業
補
助
金
公
開
審
査
会

日
５
月
７
日（
土
）９
時
30
分
〜

所
役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
ク
ラ
ス

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
７
１

　

町
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
お

母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
を
対
象
に
、
妊

娠
中
の
健
康
管
理
や
赤
ち
ゃ
ん
の
お

世
話
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
の
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
お
母
さ
ん
と
な
る
方
同

士
の
出
会
い
や
交
流
の
場
に
も
な
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
予
約
不
要
・
参
加
費
無
料
）



（１７）

定
住
促
進
補
助
金

問
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

撒（
57
）４
１
６
６

　

 

〜
新
た
に
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
〜

対
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

① 

転
居
又
は
転
入
に
よ
り
新
た
に
専

用
住
宅
、
併
用
住
宅
又
は
区
分
所

有
建
物
を
取
得
す
る
者

② 

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32

年
３
月
31
日
ま
で
に
住
宅
を
取
得

し
、
取
得
か
ら
１
年
以
内
に
入
居

し
、
か
つ
そ
の
住
宅
に
５
年
以
上

定
住
す
る
こ
と
を
誓
約
し
た
者

③
住
宅
を
取
得
し
た
時
点
で
50
歳
以
下

④
入
居
す
る
世
帯
員
が
２
名
以
上

⑤ 

取
得
し
た
住
宅
が
共
有
名
義
で
あ

る
と
き
は
、
そ
の
代
表
者

対
象
住
宅

　

 

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た
新

築
住
宅
又
は
中
古
住
宅
と
し
（
た

だ
し
、
建
て
替
え
に
よ
り
取
得
し

た
住
宅
は
除
く
。）、
取
得
し
た
住

宅
が
建
築
基
準
法
及
び
都
市
計
画

法
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

交
付
額

　

 

新
築
住
宅
の
取
得
に
あ
っ
て
は

15
万
円
、
中
古
住
宅
の
取
得
に

あ
っ
て
は
10
万
円

交
付
回
数

　

 

交
付
を
受
け
る
同
一
世
帯
に
対
し

て
１
回
限
り
と
す
る
。

申 

住
宅
を
取
得
し
て
か
ら
１
年
以
内

に
補
助
金
交
付
申
請
書
及
び
次
の

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る
住

民
票
謄
本

②
定
住
誓
約
書

③ 

建
物
登
記
簿
の
全
部
事
項
証
明
書

の
写
し

④
建
物
の
平
面
図
及
び
位
置
図

⑤ 

町
外
か
ら
の
転
入
者
に
つ
い
て
は
、

直
近
の
住
所
地
で
の
納
税
証
明
書

⑥ 

未
登
記
家
屋
に
あ
っ
て
は
、
取
得

関
係
が
わ
か
る
書
類

消
火
器
購
入
費
補
助
金

問
総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
５７
）４
１
１
２

　

町
で
は
、
防
火
意
識
の
向
上
と
火

災
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
消
火
器
購
入
者

に
対
し
、
補
助
金（
１
世
帯
に
つ
き

１
台
１
回
の
補
助
）
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

対
①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

　

② 

購
入
す
る
消
火
器
が
国
家
検
定

品
で
あ
る
こ
と

　

③
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

交
付
額

　

 

購
入
金
額
の
２
分
の
１（
１
０
０

円
未
満
の
端
数
切
り
捨
て
）
で

３
千
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

申 

消
火
器
購
入
の
際
の
領
収
証
及
び

製
造
元
・
品
名
等
が
確
認
で
き
る

書
類
を
添
付
し
、
購
入
の
日
か
ら

６
か
月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助

問
総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
５７
）４
１
２
８

　

交
通
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、

６
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
の
い
る
家
庭

で
新
し
く
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購

入
さ
れ
た
際
に
、
購
入
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
① 

保
護
者（
養
育
者
）及
び
お
子
さ

ま
が
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　

②
お
子
さ
ま
が
６
歳
未
満
の
方　

補
助
額

　

 

購
入
費
用（
消
費
税
を
含
む
）の
３

分
の
１（
１
台
に
つ
き
限
度
額
は

１
万
円
、
１
０
０
円
未
満
切
り
捨

て
）

※ 

安
全
基
準
に
適
合
す
る
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
（
中
古
品
を
除
く
）

※
送
料
等
の
経
費
は
補
助
対
象
外

※ 

お
子
さ
ま
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
申

請
で
、
補
助
は
お
子
さ
ま
１
人
に

つ
き
１
台
に
限
る
。

※ 

申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
総
務
課
窓

口
に
も
ご
ざ
い
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

① 

領
収
書
等（
店
名
及
び
品
名
の
記

載
さ
れ
た
も
の
）

※ 

原
本
添
付

② 

品
質
保
証
書
そ
の
他
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
製
造
元
、
品
名
等
が
確

認
で
き
る
書
類

③
印
鑑　

④
振
込
口
座
情
報

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
伴
う
お
願
い

問
総
合
政
策
設
部
総
務
課

撒（
５７
）４
１
１
２

　

町
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
は
、
通
常

10
年
以
上
球
切
れ
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
器
具
不
良
や
落
雷
等
で

故
障
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

防
犯
灯
の
故
障
を
発
見
し
た
場
合

は
、
こ
れ
ま
で
電
気
店
へ
直
接
連
絡

し
て
い
た
だ
い
た
地
域
も
ご
ざ
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
す
べ
て
町
総
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

電
柱
に
つ
い
て
い
る
東
京
電
力
の
番

号
（
例
「
中
林
○
○
○
」
な
ど
）
か
、

電
柱
が
あ
る
住
所
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　



（１８）

集
合
狂
犬
病
予
防
注
射

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
57
）４
１
３
１

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
法
律
に

よ
り
生
涯
一
度
の
登
録
と
毎
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
狂
犬
病
は
発
症

す
る
と
１
０
０
％
死
に
至
る
病
気
で

す
の
で
、
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
日
程
等
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。

対
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬

儡 

○
狂
犬
病
予
防
注
射（
毎
年
１
回
）

３
５
０
０
円（
注
射
料
２
９
５
０

円
＋
事
務
手
数
料
５
５
０
円
）

  

○
新
規
登
録（
生
涯
１
回
）

    

３
千
円

持
参
す
る
物

　

 

町
か
ら
郵
送
さ
れ
る
お
知
ら
せ
ハ

ガ
キ

※ 

未
登
録
の
方
、
ハ
ガ
キ
の
な
い
方

も
会
場
で
新
規
登
録
及
び
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

そ
の
他

※ 

病
気
等
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
獣
医
師
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な

か
っ
た
場
合
や
会
場
で
お
と
な
し

く
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
後
日
動
物
病
院
で
受

け
て
く
だ
さ
い（
料
金
等
は
動
物

病
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）。

国
民
健
康
保
険
の
切
替
え

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（
57
）４
１
３
６

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
又
は
離
脱

の
際
に
は
必
ず
窓
口
で
の
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
左
記
の
と
き
は
、

必
ず
14
日
以
内
に
住
民
課
へ
届
出
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧

問
総
合
政
策
部
税
務
課
撒（
57
）４
１
２
３

　

固
定
資
産
税（
土
地
・
家
屋
）の
納

税
者
の
方
は
、
地
方
税
法
の
定
め
に

よ
り
、
左
記
の
期
間
中
、
平
成
28
年

度
の
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
ま
た
は

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

縦
覧
期
間

　

４
月
１
日（
金
）〜
５
月
31
日（
火
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

（
土
日
祝
日
除
く
）

縦
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

※ 

納
税
通
知
書
や
課
税
明
細
書
ま
た

は
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
、

納
税
者
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
も
の
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

※ 

納
税
者
と
同
居
の
親
族
で
納
税
者

か
ら
の
委
任
が
認
め
ら
れ
る
方
、

納
税
者
の
代
理
人
と
し
て
委
任
状

な
ど
を
示
し
た
方
や
納
税
管
理
人

の
方
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申



（１９）

年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金(

高
齢
者

向
け
給
付
金)

に
つ
い
て

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
９
６

　

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に

向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及

び
に
く
い
低
所
得
の
高
齢
者
の
支
援

と
し
て
、
平
成
28
年
前
半
に
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金(
高

齢
者
向
け
給
付
金)

を
支
給
し
ま
す
。

対 

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方

に
支
給
し
ま
す
。

① 

平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
に
お
い

て
、
野
木
町
に
住
民
票
が
あ
る
こ

と
② 

平
成
27
年
度
住
民
税(

均
等
割
額)

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
た
だ

し
、
ご
本
人
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

場
合
で
も
、
ご
自
身
を
扶
養
す
る
方

が
課
税
さ
れ
て
い
る
と
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

③ 

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
等
で

な
い
こ
と
。

④ 

平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
と
な

る
方(

昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方)

支
給
額　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

　

３
万
円(

支
給
は
１
回
で
す)

申 

現
在
、
野
木
町
で
は
、
平
成
28
年

４
月
中
旬
か
ら
の
申
請
受
付
開
始

に
向
け
、
準
備
中
で
す
。

　

申
請
方
法
等
が
決
定
次
第
、
ご
案

　

内
い
た
し
ま
す
。

「
豪
雨
被
害
検
証
委
員
会

会
議
録
等
」及
び「
豪
雨

被
害
検
証
結
果
報
告
書
」

の
公
表
に
つ
い
て

問
総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
５７
）４
１
１
２

　

平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨

被
害
検
証
委
員
会
の
会
議
録
、
配
布

資
料
及
び
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東

北
豪
雨
被
害
検
証
結
果
報
告
書
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
総
務
課
消
防
交
通

係
に
お
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

農
産
物
加
工
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（
57
）４
１
５
１

〜 

農
産
物
加
工
施
設
の
利
用
方
法
が

変
わ
り
ま
す
〜

　

平
成
28
年
４
月
よ
り
野
木
町
農
産

物
加
工
施
設
の
管
理
運
営
を
町
が
行

い
ま
す
。
農
産
物
加
工
施
設
で
は
、

味
噌
、
焼
き
肉
の
た
れ
等
の
農
産
物

の
加
工
品
が
つ
く
れ
ま
す
。
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
名
以
上
の
グ

ル
ー
プ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

利
用
料
金
、
加
工
で
き
る
も
の
等
、

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
産
業
課

農
業
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
施
設
】
野
木
町
農
産
物
加
工
施
設

　
　
　
　

友
沼
４
９
５
２-

１

【
使
用
時
間
】　

９
時
〜
17
時

【
休
館
日
】　

毎
週
月
曜
日
、
年
末
年

　

始（
12
月
29
日
〜
翌
年
１
月
３
日

　

ま
で
）

国
民
年
金
保
険
料

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（
５７
）４
１
４
０

　

栃
木
年
金
事
務
所

　
　
　

撒
０
２
８
２（
22
）４
１
３
１

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年

改
定
さ
れ
、
平
成
28
年
度
は
月

額
１
万
６
２
６
０
円（
前
年
度
比

６
７
０
円
引
上
げ
）と
な
り
ま
す
。

　

４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
納

付
期
限
ま
で
に
銀
行
な
ど
の
金
融
機

関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
に
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す

る
場
合
は
５
月
２
日（
月
）が
納
付
期

限
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料

学
生
の
納
付
特
例
申
請

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（
５７
）４
１
４
０

　

栃
木
年
金
事
務
所

　
　
　

撒
０
２
８
２（
22
）４
１
３
１

　

学
生
の
方
（
大
学
・
短
期
大
学
・

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修

学
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
在
学
の
方
）

で
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、

申
請
す
る
と
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
国
民
年
金
学
生
納

付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
に
学
生
納
付

特
例
を
承
認
さ
れ
、
引
き
続
き
在
学

予
定
の
方
へ
は
、
３
月
下
旬
に
学
生

納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
形
式
）

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ハ
ガ
キ
を

返
送
さ
れ
た
方
は
、
窓
口
で
の
申
請

は
不
要
で
す
。

日
４
月
１
日（
金
）〜

申 

必
要
書
類
を
添
え
て
町
住
民
課
給

付
・
年
金
係
窓
口
に
申
請

申
請
に
必
要
な
書
類
等

　

・
年
金
手
帳

　

・    学
生
証
写
し（
表
裏
）
ま
た
は

在
学
証
明
書

　

・
印
鑑

※ 

代
理
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
パ

ス
ポ
ー
ト
等
）
が
必
要
で
す
。



（２０）　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

問
小
山
市
消
防
署
救
急
係

　
　
　

撒
０
２
８
５（
39
）６
６
６
６

　

小
山
市
消
防
署
野
木
分
署

撒（
57
）１
１
１
９

日
５
月
７
日（
土
）９
時
〜
12
時

　
　

（
受
付　

８
時
30
分
〜
）

所
小
山
市
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

　

（
小
山
市
大
字
神
鳥
谷
１
７
０
０-

２
）

容 

心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
方
法
な
ど

定
30
名（
先
着
順
）

申 

４
月
15
日（
金
）〜
30
日（
土
）に
電

話
ま
た
は
来
署

そ
の
他

　

 

受
講
料
は
無
料
で
す
。
テ
キ
ス
ト

を
配
布
し
ま
す
。
活
動
し
や
す
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

平
成
28
年
度
第
１
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

問
小
山
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　

撒
０
２
８
５（
39
）６
６
５
８

種
類　

　

甲
種
・
乙
種（
第
１
〜
６
類
）・
丙
種

日
６
月
５
日（
日
）

所
白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ
ス（
予
定
）

願
書
提
出
先

○
持
参

　

 

小
山
市
消
防
本
部
３
階
予
防
課
保
安
係

○
郵
送

　

 

〒
３
２
０-

０
０
３
２

　

宇
都
宮
市
昭
和
１-

２-

16

　

栃
木
県
自
治
会
館
１
階

　

 （
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

栃
木
県
支
部

受
付
期
間

　

４
月
４
日（
月
）〜
15
日（
金
）

　

（
土
日
除
く
８
時
30
分
〜
17
時
）

※ 

試
験
案
内
・
受
験
願
書
・
手
数
料

払
込
用
紙
は
、消
防
本
部
予
防
課
・

野
木
分
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

問
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

　

    
撒
０
２
８
５（
39
）６
６
１
５

　

総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
57
）４
１
２
８

　

栃
木
県
警
察
と
栃
木
県
交
通
安
全

協
会
は
、
毎
年
秋
と
冬
に
優
良
運
転

者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
次
に
あ
て

は
ま
り
表
彰
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

４
月
28
日（
木
）か
ら
５
月
20
日（
金
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

表
彰
を
受
け
る
資
格

　

 

次
表
に
示
す
免
許
取
得
日
で
次
の

す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
方（
一
番

古
い
取
得
日
が
基
準
。
原
付
・
小

型
特
殊
・
二
輪
免
許
を
含
む
）

○ 

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年

３
月
３
１
日
ま
で
の
間
、無
事
故
・

無
違
反
で
あ
る
こ
と
。（
違
反
点

数
３
点
以
下
の
軽
微
な
違
反
１
回

は
除
く
。）

○ 

過
去
に
緑
十
字
銅
章
以
上
の
表
彰

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

○ 

交
通
法
令
以
外
の
法
令
に
違
反
す

る
な
ど
、
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が

不
適
格
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

は
除
く
。

表
彰
予
定

○
40
年
・
30
年
・
20
年　

　

平
成
28
年
11
月
４
日（
金
）（
予
定
）

○
15
年
・
10
年
・
５
年

　

平
成
29
年
１
月（
予
定
）

申
込
方
法
（
１
・
２
の
ど
ち
ら
か
）

奥 

必
要
書
類（
運
転
免
許
証
の
コ

ピ
ー（
表
裏
）、
運
転
記
録
証
明
書

（
５
年
間
）の
原
本
）
を
も
っ
て
総

務
課
へ

芋 

必
要
書
類
を
郵
便
で
小
山
地
区
交

通
安
全
協
会
へ

※ 

運
転
免
許
証
は
両
面
を
コ
ピ
ー
し

て
、
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
連
絡
先

の
電
話
番
号
を
記
入

郵
送
先

　

〒
３
２
３-

０
８
２
７

　

 

小
山
市
大
字
神
鳥
谷
１
７
３
８
番
地
５

　

小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

※ 

運
転
記
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
に
は
、
４
月
22
日（
金
）〜
５
月

９
日（
月
）ま
で
の
間
に
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
自
動

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
栃
木
県
事

務
所
あ
て
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
込
手
続
き
は
郵
便
局
で
で

き
ま
す
。
交
付
手
数
料
６
３
０
円

と
振
込
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

※ 

申
込
用
紙
は
、
総
務
課
・
野
木
交

番
・
佐
川
野
駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
お
知
ら
せ

問
町
民
生
活
部
住
民
課

撒（
57
）
４
１
２
６

　　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
お
渡
し
は
、

役
場
開
庁
時
間
内
で
す
が
、
平
日
来

庁
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
左
記
日

時
に
交
付
業
務
を
行
い
ま
す
。

日
４
月
24
日（
日
）９
時
〜
17
時

所
町
住
民
課

持
参
す
る
物

　

 

カ
ー
ド
交
付
の
案
内
ハ
ガ
キ
・
通

知
カ
ー
ド
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド（
お
持
ち
の
方
）・
本
人
確
認
書

類



（２１）

体
験
農
業　

「
農
民
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。」

問
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会

　
（
町
産
業
課
内
）　

撒（
57
）４
１
７
４

　

農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会

で
は
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
活

動
の
一
環
と
し
て
、
農
業
体
験
を
開

催
し
ま
す
。
苗
の
植
え
付
け
か
ら
収

穫
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
皆
で
楽
し

く
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
・
容
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

所
佐
川
野
地
内

対
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
15
組
（
家
族
参
加
歓
迎
）

儡
３
５
０
０
円

　

（
家
族
参
加
の
場
合
は
１
家
族
分
）

※
１
回
の
み
参
加
は
千
円

申
４
月
11
日（
月
）〜
18
日（
月
）ま
で

に
、
参
加
料
を
添
え
て
町
産
業
課
へ

そ
の
他　

　

 

収
穫
物
は
一
律
、
決
め
た
重
さ
で

お
渡
し
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
農

作
物
は
成
育
状
況
等
に
よ
り
体
験

内
容
及
び
日
程
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

申
込
の
際
に
詳
し
い
内
容
を
配
布

し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
〈
公
社
〉野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

撒（
５６
）２
１
３
７

興
新
規
会
員
募
集

　

新
規
会
員
の
入
会
説
明
会
を
下
記

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
入
会
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
電
話
連
絡
の
上
お
越

し
く
だ
さ
い
。
入
会
資
格
は
、
野
木

町
在
住
で
、
６０
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
方
で
す
。

　

特
に「
障
子
・
襖
・
網
戸
貼
り
」、「
農

作
業
」、「
屋
内
清
掃
」、
お
よ
び
「
家

事
援
助
」
の
で
き
る
方
を
募
集
中
で

す
。
ま
た
、
女
性
の
方
の
入
会
は
大

歓
迎
で
す
。

入
会
説
明
会

日
４
月
14
日（
木
）14
時
〜
15
時
30
分

　

（
筆
記
用
具
持
参
）

所
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

野
木
町
友
沼
５
８
４
０-

１

　

（
ホ
ー
プ
館
南
側
）

興
刃
物
研
ぎ

所
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

日
４
月
15
日（
金
）10
時
〜
15
時

儡
包
丁
類　
　
　

２
０
０
円
〜

　

ハ
サ
ミ
類　
　

６
０
０
円
〜

　

鎌
・
ナ
タ
類　

３
０
０
円
〜

興
障
子
・
襖
貼
り

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
子
・
襖
・
網
戸
の
貼
り
替
え
も
承
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
依
頼

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

問
国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川
事
務
所

　

古
河
出
張
所　

撒（
22
）０
４
８
７

　

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容

　

 

日
常
生
活
の
範
囲
内
で
知
り
得
た

河
川
の
情
報
を
河
川
管
理
者
に
連

絡
す
る
こ
と

期
間
平
成
28
年
７
月
１
日
〜

　
　

平
成
30
年
６
月
30
日（
２
年
間
）

対
象
河
川

　

 

主
に
利
根
川
及
び
渡
良
瀬
川（
遊

水
地
を
含
む
）周
辺

対 

河
川
の
付
近
に
住
む
満
20
歳
以
上

の
方

手
当　

支
給（
予
定
）

応
募
締
切　

平
成
28
年
５
月
６
日（
金
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
率
改
定

問
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

撒
０
２
８（
６
２
７
）６
８
０
５

　

平
成
28
・
29
年
度
は
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

均
等
割
額　

４
万
３
２
０
０
円

所
得
割
率　

８
・
54
％

　

 （
平
成
26
・
27
年
度
と
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
）

※ 

平
成
27
年
度
に
行
わ
れ
た
保
険
料

の
軽
減
措
置
が
継
続
さ
れ
ま
す
が
、

５
割
・
２
割
軽
減
措
置
に
つ
い
て

は
、
軽
減
の
対
象
と
な
る
所
得
の

基
準
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

※ 

先
月
ま
で
掲
載
し
て
い
た「
町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況
」は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。



（２２）

国
家
公
務
員
募
集

問
人
事
院
関
東
事
務
局

　

撒
０
４
８（
７
４
０
）２
０
０
６

　

 h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/saiy

o
/

saiy
o.htm

　　

人
事
院
は
平
成
28
年
度
中
に
次
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
受
験
案
内

等
は
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
確

認
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
人
事
院
関

東
事
務
局
ま
で
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

興
総
合
職
試
験（
院
卒
者
試
験
）、

　

総
合
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）

　

 

受
付
期
間

　
　

４
月
１
日（
金
）
〜
11
日（
月
）

　

第
１
次
試
験

　
　

５
月
22
日（
日
）

興
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）

　

受
付
期
間

　
　

４
月
８
日（
金
）
〜
20
日（
水
）

　

第
１
次
試
験

　
　

６
月
12
日（
日
）

興
一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）、

　

一
般
職
試
験（
社
会
人
試
験（
係
員
級
）
）

　

受
験
案
内
等
の
配
布
等
開
始
日　

　
　

５
月
９
日（
月
）

　

受
付
期
間

　

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
　

６
月
20
日（
月
）〜
29
日（
水
）

　

（
郵
送
・
持
参
）

　
　

６
月
20
日（
月
）〜
22
日（
水
）　

　

第
１
次
試
験

　
　

９
月
４
日（
日
）

【
注
】 各
試
験
の
申
し
込
み
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

問
栃
木
県
県
民
生
活
部
く
ら
し
安
全
安
心
課

　
　

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
２
４
４

　

消
費
者
と
し
て
自
己
啓
発
に
努
め

る
と
と
も
に
、
行
政
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
地
域
に
お
い
て
消
費
生
活
に

関
す
る
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
を
目
的
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対 

地
域
に
お
い
て
、
消
費
者
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る

者
、
又
は
消
費
者
活
動
に
関
心
の

あ
る
者
で
、
か
つ
全
日
程
を
受
講

可
能
な
者
で
市
町
長
が
推
薦
す
る

者
。

日 

５
月
〜
11
月
ま
で
の
12
日
間

　

10
時
〜
15
時

容 

消
費
生
活
に
関
す
る
基
礎
知
識
を

習
得
す
る
た
め
の
講
義
、
実
習
な
ど

定
40
名　

儡
無
料

所
栃
木
県
庁
本
館
会
議
室

　

宇
都
宮
市
塙
田
１-

１-

20

※  

24 
単
位
中
16
単
位
以
上
取
得
し
た

者
を
修
了
と
な
り
ま
す
。

申 

４
月
20
日（
水
）ま
で
に
問
い
合
わ

せ
先
へ

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料

率
が
変
わ
り
ま
す

問 

全
国
健
康
保
険
協
会
栃
木
支
部

　
（
協
会
け
ん
ぽ
）
撒
０
２
８（
６
１
６
）１
６
９
１

　

中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の
ご

家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

「
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
」
の
健
康

保
険
料
率
は
９
・
94
％
へ
引
き
下
げ
、

介
護
保
険
料
率
は
据
え
置
き
に
な
り

ま
す
。
変
更
時
期
は
28
年
４
月
納
付

分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

◎
詳
し
い
内
容
は

　

  http://w
w
w
.ky
oukaikenpo.or.jp/

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

家
内
労
働
委
託
状
況
届

問
栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

撒
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９

　

家
内
労
働
者
へ
内
職
等
を
委
託
し

て
い
る
事
業
主
は
、
家
内
労
働
法
に

よ
る
「
委
託
者
」に
な
り
ま
す
の
で
、

「
委
託
状
況
届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
家

内
労
働
者
数
等
に
つ
い
て
、
労
働
基

準
監
督
署
を
経
由
し
て
栃
木
労
働
局

に
届
け
出
る
も
の
で
す
。

　

用
紙
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
に
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
30
日
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
内
労
働
法
に
い
う
「
家

内
労
働
者
」と
は
、物
品
の
提
供
を
受

け
、他
人
を
使
わ
ず
自
己
ひ
と
り
、ま

た
は
同
居
の
家
族
だ
け
で
物
品
の
製

造
・
加
工
に
従
事
し
、
工
賃
を
得
て

い
る
人
を
い
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
宛
名
書
き
の
よ
う

な
事
務
の
代
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

構
築
な
ど
の
物
の
加
工
を
伴
わ
な
い

委
託
は
原
則
と
し
て
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
栃
木
労
働
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

人
権
標
語

　
　

声
か
け
よ
う　

　
　
　
　

一
人
で
い
る
よ
り　

み
ん
な
と
が
い
い

新
橋
小
学
校　

増ま
し
や
ま山　

瑞み

ず

き己

（
２７
年
度
に
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申



（２３）

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館　
　

撒（
５７
）４
１
７
７

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対

象
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

日
4
月
１4
日（
木
）

　

１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

　

4
月
16
日（
土
）

　

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

所
町
公
民
館
２
階　

第
４
研
修
室

※ 

日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公
民

館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

骨
盤
体
操
教
室

問
元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ

　
　
　
　
　
　
　

撒（
57
）４
１
８
７

日
５
月
１０
日
、
１７
日
、
２４
日
、
３１
日

　

毎
週
火
曜
日

　

全
４
回　

13
時
30
分
〜
15
時

所
町
武
道
館

対
町
内
在
住
在
勤
者　

定
３０
名

儡
ク
ラ
ブ
会
員　

千
円

　

非
会
員　

２
千
円

講
師　

（
公
財
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　

ブ
協
会　

運
動
指
導
認
定
員

　

児
矢
野　

弘
之
さ
ん

持 

ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
体

育
館
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、飲
み
物
。

※ 

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
、
バ
ス
タ
オ

ル
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※ 

セ
ラ
バ
ン
ド
が
あ
る
方
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。（
貸
出
あ
り
）

申 
４
月
１２
日(

火)

〜
19
日(

火)

に
問

い
合
わ
せ
先
へ
申
込
み

第
44
回
野
木
町
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
大
会

問
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

鈴
木
裕
子
撒
０
９
０（
８
５
９
０
）５
４
４
９

日
５
月
８
日(

日)

受
付
９
時
〜

所
町
体
育
セ
ン
タ
ー

対 

野
木
町
及
び
周
辺
市
町
の
18
歳
以

上
の
女
性

儡
千
円（
抽
選
会
時
徴
収
）

抽
選
会　

４
月
28
日（
木
）町
公
民
館

申 

４
月
４
日(

月)

〜
27
日(

水)

ま
で

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

第
３
回
野
木
町
交
通
安
全

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

問
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　

片
山　

治　

撒（
57
）１
２
３
１

日
4
月
14
日(

木)

受
付
８
時
20
分
〜

所
あ
じ
さ
い
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
及

び
町
在
住
在
勤
者

儡
５
０
０
円(

会
員
を
除
く)

申 

４
月
７
日(

月)

ま
で
に
問
い
合
わ

せ
先
へ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ　

ヨ
ガ
教
室

問
元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ

　
　
　
　
　
　
　

撒（
57
）４
１
８
７

日
５
月
１０
日
、
１７
日
、
２４
日
、
３１
日

　

毎
週
火
曜
日

　

全
４
回　

13
時
〜
14
時
20
分

所
町
公
民
館　

視
聴
覚
室

対
町
内
在
住
在
勤
者　

定
２５
名

儡
ク
ラ
ブ
会
員　

千
円

　

非
会
員　

２
千
円

講 

師　

Ｙ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー　

染
野
智
子
さ
ん

持 
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ

オ
ル
、飲
み
物

※ 

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
、
バ
ス
タ
オ

ル
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申 

４
月
１２
日(

火)
〜
19
日(

火)

に
問

い
合
わ
せ
先
へ
申
込
み

第
３５
回
野
木
町
テ
ニ
ス･

ダ
ブ

ル
ス
大
会

問
町
テ
ニ
ス
連
盟

　

黒
田
俊
之　
　

撒（
５４
）１
１
２
１

　

死u
g
p
5
8
1
7
1
@
n
ifty
.c
o
m

日
５
月
15
日(

日)

集
合
８
時
３０
分

※
予
備
日　

５
月
22
日(

日)

所
町
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対 

町
在
住
在
勤
者
、
町
テ
ニ
ス
連
盟

登
録
ク
ラ
ブ
会
員

種
目　

男
子
ダ
ブ
ル
ス(

24
組)

　
　
　

女
子
ダ
ブ
ル
ス(

16
組)

試
合
方
法　

予
選
リ
ー
グ
戦
後
、
順

　

位
別
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

儡
１
組
２
千
円(

当
日
徴
収)

※
ボ
ー
ル
は
用
意
し
ま
す
。

申
４
月
２５
日(

月)

〜
５
月
６
日(

金)

　

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

　

ス
ポ
ー
ツ

生
涯
学
習



（２４）

第
41
回
町
卓
球
選
手
権

大
会
兼
第
18
回
町
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

問
町
卓
球
協
会　

　

舘
野
純
子
撒（
56
）１
５
４
４

日
５
月
８
日(

日)

９
時
〜

所
野
木
中
学
校
旧
体
育
館

対 

町
在
住
在
勤
者
ま
た
は
、
町
卓
球

協
会
会
員

種
目　

　

卓
球　

一
般
男
女
の
部
、
中
学
生

　

男
女
の
部

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル　

一
般
男
女
の
部

儡
中
学
生
２
０
０
円

　

一
般　

３
０
０
円(

当
日
徴
収)

申 

４
月
22
日（
金
）〜
５
月
６
日（
金
）

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

審
判
講
習
会

問
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
協
会

　

寺
内
好
子
撒
０
９
０
（
４
３
７
５
）
１
０
３
１

日
４
月
23
日(

土)

９
時
〜

所
町
体
育
セ
ン
タ
ー

対 

町
内
外
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム

儡 

１
人　

２
０
０
円(

協
会
会
員
は

１
０
０
円)

※
当
日
徴
収

持 

ち
物　

運
動
の
出
来
る
服
装
、
笛
、

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
、筆
記
用
具
、ゼ
ッ

ケ
ン

申 

４
月
５
日（
火
）〜
12
日（
火
）ま
で

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

　

剣
道
体
験
教
室

問
町
剣
道
連
盟　

岩
崎
統
一

　

撒（
５６
）１
２
７
４（
18
時
〜
20
時
）

　
　
　
　
　

日 
５
月
10
日(

火)

〜
６
月
28
日(

火)
ま
で
の
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
（
全

23
回
）
19
時
〜

所
町
武
道
館　

火
・
木
曜
日

　

野
木
二
中
武
道
館　

土
曜
日

対
小
学
生
以
上

儡 

千
円

申 

４
月
28
日（
木
）ま
で
に
問
い
合
わ

せ
先
へ

　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

と
し
ょ
か
ん

問
町
立
図
書
館
撒（
５７
）２
８
１
１

お
は
な
し
会

日
４
月
１
日（
金
）１１
時
〜
１１
時
３０
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　

♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
幼
児

日
①
４
月
12
日（
火
）・
１９
日（
火
）・
２６
日（
火
）

　
　

１１
時
〜
１１
時
２０
分

　

②
４
月
16
日（
土
）

　
　

１４
時
３０
分
〜
１５
時

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　

♪
手
あ
そ
び

対
①
幼
児　

②
４
歳
位
〜
小
学
生

日
４
月
９
日（
土
）１１
時
〜
１１
時
３０
分

容
♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　

♪
お
り
が
み

対
４
歳
位
〜
小
学
生

※
会
場
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

　

で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

　

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

日
４
月
24
日（
日
）　

　

１０
時
〜
１１
時
３０
分

所
２
階
研
修
室

対
幼
児　

定
10
名
程
度

申
図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話
。

図
書
館
シ
ネ
マ

　

大
人
向
け
の
映
画
会
を
開
催
し
ま

す
。

作
品
名

　

「
若
草
物
語
」

　

世
界
中
の
女
性
に
不
変
の
感
動
を

与
え
続
け
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、
完
全

映
画
化
。

日
４
月
30
日（
土
）　

　

１４
時
〜
１５
時
５８
分

所
２
階
ホ
ー
ル



（２５）

新
着
図
書
案
内

○
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
っ
て
ナ
ン
ダ
？

　
　
　
　
　

（
荒
舩　

良
孝
）
科
学

○
子
ど
も
の
ミ
カ
タ

　
　

   　

 

（
山
登　

敬
之
）
医
学

○
味
な
メ
ニ
ュ
ー

　
　
　
　
　

（
平
松　

洋
子
）
料
理

○
獅
子
吼

　
　
　
　
　

（
浅
田  

次
郎
）
小
説

○
薄
情

　
　
　
　
　

（
絲
山　

秋
子
）
小
説

○
台
湾
生
ま
れ
日
本
語
育
ち

　
　
　

    

（
温
又
柔
）
エ
ッ
セ
イ

○
よ
う
ふ
く
な
お
し
の
モ
モ
ー
ヌ

　

  　

（
片
山　

令
子
）
よ
み
も
の

○
ま
た
た
び
ト
ラ
ベ
ル

　
　

（
茂
市　

久
美
子
）
よ
み
も
の

○
で
ん
き
の
ビ
リ
ビ
リ

　
　
　
　
　

（
こ
し
だ　

ミ
カ
）絵
本

○
く
ま
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン

　

（
マ
イ
ケ
ル
・
ボ
ン
ド
）よ
み
も
の

☆ 

パ
デ
ィ
ン
ト
ン
シ
リ
ー
ズ
は
全
10

巻
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
資
料

　

検
索
↓
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
検

　

索
・
予
約
が
で
き
ま
す
。

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
で

あ
そ
ぼ
う
外

日
５
月
１
日（
日
）　

　

１１
時
〜
１１
時
３０
分

所
２
階
ホ
ー
ル

対
０
歳
〜　

申
図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話
。

主
催　

ひ
よ
こ
の
会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

　　

乳
幼
児
の
４
か
月
、
８
か
月
健
診

の
際
実
施
し
て
い
る
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
」
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
図
書
館
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
４
月
８
日（
金
）ま
で

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

　

ひ
ま
わ
り
号
で
、
各
小
学
校
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
に
も
貸

し
出
し
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
児
童
書
が
中
心

で
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
貸
し
出
し

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

新
橋
小　
　

４
月
１３
日(

水)

　
　
　
　
　

１３
時
〜
１４
時

野
木
小　
　

４
月
１４
日(

木)

　
　
　
　
　

１３
時
５
分
〜
１３
時
４５
分

友
沼
小　
　

４
月
１５
日(

金)
　
　
　
　
　

１２
時
４０
分
〜
１３
時
２５
分

南
赤
塚
小　

４
月
１９
日(

火)

　
　
　
　
　

１３
時
５
分
〜
１３
時
３０
分

佐
川
野
小　

４
月
２６
日(

火)

　
　
　
　
　

１２
時
５０
分
〜
１３
時
１５
分

　「広報のぎ」では、読書のまち推進の一環として「私の一冊」を昨年４月から掲載
しています。心に残る大切な一冊をあげていただき、その本と出会った時の状況や

影響を受けたことなど掲載してきました。

　今後、多くの町民の皆様の本との出会いをご紹介したいので、たくさんのご応募

お待ちしています。

　詳しい内容等は電話または町ホームページをご覧ください。

◆問い合わせ先　野木町立図書館

　　　　　　　　撒（５７）２８１１　死 tosyokan@town.nogi.lg.jp

【３月１日（火）ブックスタートの様子】



（２６）　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

新
橋
児
童
館問

撒（
５７
）９
１
５
５

４
月
の
休
館
日

　

１
日(

金)

、
６
日（
水
）、29
日(

金)

興
　

み
ん
な
が
参
加
で
き
る
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
で
す
。

日
４
月
４
日（
月
）、５
日（
火
）

　
　
　

７
日（
木
）

　

10
時
30
分
〜
12
時

　

14
時
〜
16
時

対
全
利
用
者

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興☆
春
か
ら
児
童
館
デ
ビ
ュ
ー
鎧

　

あ
か
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
生
ま
で
の

「
は
じ
め
ま
し
て
」の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

①
乳
幼
児
の
親
子

日
４
月
11
日（
月
）

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

定
20
組
程
度

②
小
学
生

日
４
月
11
日（
月
）

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

　

15
時
〜
16
時

定
20
名
程
度

儡
①
②
と
も
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
　

０
歳
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。
あ
か

ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
っ
て
、
マ
マ
も
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
４
月
12
日　

ベ
ビ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
　
　

19
日　

こ
い
の
ぼ
り
制
作

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

（
全
火
曜
日
）

対
１
歳
未
満
の
乳
児
の
親
子

定
20
組
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
　

１
歳
か
ら
の
参
加
で
す
。
か
ら
だ

を
動
か
し
た
り
制
作
を
し
た
り
、
お

子
さ
ん
の
「
で
き
る
」
を
応
援
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
４
月
13
日　

み
ん
な
で
体
操

　
　
　

20
日　

こ
い
の
ぼ
り
制
作

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

（
全
水
曜
日
）

対
１
歳
〜
就
学
前
の
幼
児
の
親
子

定
20
組
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
　

パ
パ
マ
マ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

日
４
月
10
日（
日
）、24
日（
日
）

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児
の
親
子

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
　

自
由
遊
び
の
時
間
で
す
。
お
子
さ

ん
と
の
時
間
を
、
ゆ
っ
く
り
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

日
４
月
14
日（
木
）

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児
の
親
子

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興

 

　

１
歳
か
ら
で
き
る
英
語
で
す
。
楽

し
く
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
！
お
子
さ
ん
の
伸
び
る
力
を
育

て
ま
し
ょ
う
。

日
４
月
15
日（
金
）

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
１
歳
〜
就
学
前
の
幼
児
の
親
子

定
20
組
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
お
は

な
し
会
で
す
。
豊
か
な
心
を
育
む
、

絵
本
の
世
界
へ
ど
う
ぞ
。

日
４
月
21
日（
木
）

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
１
歳
〜
就
学
前
の
幼
児
の
親
子

定
20
組
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ　

興
　

ぴ
よ
ぴ
よ
組
と
う
さ
ぎ
組
合
同
の

お
楽
し
み
会
で
す
。

日
４
月
26
日（
火
）

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
０
歳
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
の
親
子

定
20
組
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ　

要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
本

人
又
は
家
族
の
分
の
み
の
申
込
み
と

な
り
ま
す
。



（２７）

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

問
撒（
５４
）１
４
４
０

4
月
の
休
館
日

　

１
日(

金)
、
６
日（
水
）、29
日(

金)

　

新
年
度
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

は
新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
安
全
に
楽
し
く
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
職
員
一
同
努
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
是
非
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

興
　

新
し
い
先
生
達
と
工
作
・
折
り
紙
・

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
仲
良
く
な
っ
て
ね
。

日
４
月
４
日（
月
）工
作
・
折
り
紙

　
　
　

５
日（
火
）ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　

１０
時
３０
分
〜
１２
時

　

１５
時
〜
１７
時

対
全
利
用
者　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
　

新
１
年
生
集
ま
れ
―
☆
楽
し
く

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う

日
４
月
８
日（
金
）

　

１０
時
３０
分
〜
１１
時
１５
分

対
新
１
年
生

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
　

年
間
を
通
し
て
成
長
日
記
を
作
り

ま
す
。
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
４
月
２０
日（
水
）

　

①
１０
時
〜
②
１０
時
３０
分
〜

　

③
１１
時
〜
④
１１
時
３０
分
〜

対
幼
児
保
護
者

定
各
回
１５
組
程
度　

儡
無
料

申 

７
日（
木
）〜
各
回
定
員
に
な
り
次

第
締
め
き
り
ま
す（
電
話
可
）

興
　

家
族
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？
お
友
達
と
、
お
一
人
で

の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

日
４
月
２４
日（
日
）

　

１１
時
〜
１２
時

対
小
学
生
と
保
護
者

儡
無
料

持 

ち
も
の　

水
分
補
給
の
も
の
、
汗

ふ
き
タ
オ
ル
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
７
日（
木
）〜
受
付
開
始（
電
話
可
）

興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

オ
イ
ル
を
使
わ
な
い
マ
ッ
サ
ー
ジ

で
す
。
同
月
齢
の
お
友
達
と
楽
し
い

１
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
４
月
２７
日（
火
）

　

１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

対
１２
か
月
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

定
２０
組　

儡
無
料

持 

ち
も
の　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
１
枚

バ
ス
タ
オ
ル
１
枚

申
７
日（
木
）〜
受
付
開
始（
電
話
可
）

興
　

小
さ
い
お
友
達
の
体
操
の
時
間
で

す
。
マ
マ
と
元
気
に
楽
し
く
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

日
４
月
２２
日（
金
）

　

１１
時
〜
１１
時
３０
分

対
１
歳
〜
３
歳
の
幼
児
と
保
護
者

儡
無
料

持 

ち
も
の　

水
分
補
給
の
も
の
、
汗

ふ
き
タ
オ
ル
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
２６
日（
火
）ま
で
受
付（
電
話
可
）

興
　

今
年
度
最
初
の
げ
ん
キ
ッ
ズ
は
…

「
お
に
ご
っ
こ
」
で
遊
び
ま
す
。

日
４
月
３０
日（
土
）

　

１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

対
４
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
保
護
者

儡
無
料

持 
ち
も
の　

水
分
補
給
の
も
の
、
汗

ふ
き
タ
オ
ル
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
２８
日（
木
）ま
で
受
付（
電
話
可
）

　

季
節
の
お
う
た
・
お
は
な
し
等
楽

し
い
内
容
で
み
ん
な
と
過
ご
す
１
時

間
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
見
て
く
だ

さ
い
。

日
４
月
１１
日（
月
）

　
　
　

２５
日（
月
）お
誕
生
日
会

　

１０
時
３０
分
〜
１１
時
１５
分

対
０
歳
〜
１
歳
６
か
月
の
親
子

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

・

（
主
に
３
歳
・
４
歳
・
５
歳
児
対
象
）

　

14
日
・
２１
日
・
２８
日（
お
誕
生
日
会
）

　

全
て
木
曜
日

（
主
に
０
歳
・
１
歳
・
２
歳
児
対
象
）

　

12
日
・
19
日
・
26
日（
お
誕
生
日
会
）

　

全
て
金
曜
日

※
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
も
１０
時
３０
分
〜

　

１１
時
３０
分
で
お
こ
な
い
ま
す
。

※
両
ク
ラ
ス
と
も
対
象
年
齢
以
外
で

　

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

儡
無
料

申 

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ



（２８）
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撒

撒
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（２９）

相談コーナー

撒

撒

撒

撒

撒

撒

撒

撒

撒

撒

撒

撒

撒

撒
死



（３０）

ゆ～らんど（野木町健康センター）　お知らせ
★日本矯体療術師協会指導者 “日向野トシ先生 ”による手技療法治療を

　実施します。（毎週金曜日）

★馬場純子先生による ‘やさしいヨガ教室 ’を開催しております。（毎週月曜日、10時 30分～ 11時 30分）

★のぎ健康院による “小顔矯正 ”を開催しております。（毎週土・日曜日、10時 30分～）

★４月のお風呂　温泉…（男女露天風呂）　９日（土）・１０日（日）・２３日（土）・２４日(日 ) 《西那須野温泉大鷹の湯》

※開館時間 10時～ 20時　酒類の持ち込み禁止　　

※ゆ～らんどに入館する際に入場料が必要になります。都合により変更、臨時休館になる場合がございます。

　詳しくはお問い合わせください。

住所　野木町南赤塚１５１４

電話　０２８０－５７－０７５５

指定管理者　宮ビルサービス㈱

休館日　火曜日

　　撒

撒

　　撒



（３１）

株式会社アイザック
パッケージ事業本部野木工場

工場竣工　1994年9月　（会社設立1963年7月2日）

所在地　栃木県下都賀郡野木町佐川野 1075-1

従業員数　57名（2016年1月20現在）

主な事業内容　一般的なダンボールや発泡スチ

ロールと同等の断熱保冷機能などを持つ機能性

ダンボールの製造販売を中心に、その他包装資

材の販売も行っています。ダンボールは、扱い

やすく、丈夫であり、商品イメージを表現する

のに大切な役割を果たしています。加工が容易

であることから、最近はダンボールパレット、

商品展示用 POP、住宅用材などとしても使わ

れています。また、リサイクル率は長きにわた

り８割以上を維持し、リサイクルの優等生とも

呼ばれています。 私たちは、ダンボールの優

れた機能を維持しながら、新たな可能性を追求し、他社には無い特殊ダンボールを開発しています。

キラリと光る野木町の企業紹介No.13

広報連絡委員レポート呉３５９

《社員のひとこと》

野木町に進出し 22年、変わらない信念と共に変わり続ける企業として、微力ながら地域社会の発展に貢

献出来るよう取り組んでいきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　（業務グループ　松村 誠）

寒
い
朝
の
温
か
い
一
日

　
　
　
　
　
　
　
広
報
連
絡
委
員

寳
示
戸
　
英
夫

　
あ
る
３
月
の
寒
い
朝
、
交
通
指
導

員
と
し
て
立
哨
し
て
い
る
時
に

１
台
の
自
転
車
が
止
ま
り
ま
し
た
。

　
ふ
と
見
る
と
、
毎
朝
見
か
け
る
高

校
生
で
し
た
。
私
の
立
哨
し
て
い
る

場
所
に
き
て
一
礼
し
、「
３
年
間
お

世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
い

そ
が
し
く
ま
た
自
転
車
に
乗
り
学
校

へ
と
む
か
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
あ
ま
り
突
然
で
し
た
の
で
話
し
も

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
わ
ざ
わ

ざ
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
た
の
か
な
と

思
い
返
し
、
あ
っ
そ
う
か
今
日
は
卒

業
式
な
の
だ
な
と
後
に
な
り
思
い
出

し
ま
し
た
。

　
早
く
気
が
つ
け
ば
「
お
め
で
と
う
、

３
年
間
が
ん
ば
っ
た
ね
」
と
言
葉
を

か
け
ら
れ
た
の
に
、
と
い
ま
で
も
残

念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
も
あ
い
さ
つ
は
か
わ
す
け
れ
ど

も
、
な
か
な
か
感
謝
の
こ
と
ば
を
口

に
出
す
こ
と
は
出
来
そ
う
も
な
い
で

す
。

　
あ
れ
か
ら
数
年
が
た
ち
、
あ
の
高

校
生
も
い
ま
で
は
立
派
な
社
会
人
と

な
り
活
躍
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
小
さ
な
出
来
事
で
し
た

け
れ
ど
い
ま
で
も
心
に
大
き
く
残
る

思
い
出
で
す
。

　
寒
い
１
日
で
し
た
が
心
の
温
か
い

日
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
励
み
に
、

よ
り
い
っ
そ
う
、
こ
ど
も
達
の
交
通

安
全
事
故
減
少
の
為
に
も
一
生
懸
命

努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
９
月
関
東
・東
北

豪
雨
災
害
見
舞
金

　

当
町
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
で
は
、

早
々
に
ご
厚
情
あ
ふ
れ
る
お
見
舞
い

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
内
に
い
た
だ
い
た

見
舞
金
は
、
今
回
を
含
み
合
計
で

５
１
７
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

お
見
舞
い
を
い
た
だ
い
た
方
々
に

感
謝
申
し
上
げ
、
い
た
だ
き
ま
し
た

見
舞
金
は
、
災
害
復
旧
に
あ
た
る
貴

重
な
財
源
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

東
京
都
大
島
町　

12
万
５
千
円

問
総
合
政
策
部
政
策
課

撒（
57
）４
１
１
６
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自治基本条例

野
木
町
自
治
基
本
条
例
の
策
定
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

現
在
の
策
定
状
況
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
会
議
で
の
意
見
内
容
及

び
自
治
基
本
条
例
策
定
委
員
会
等
で

の
検
討
結
果
を
広
報
の
ぎ
４
月
号
と

５
月
号
の
２
回
に
分
け
て
報
告
し
ま

す
。　
　

　

今
月
号
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

会
議
で
の
意
見
を
中
心
に
報
告
し
ま

す
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
の
メ

ン
バ
ー
は
？
】

　

町
議
会
議
員
、
学
識
経
験
者
、
各

種
団
体
代
表
者
、
公
募
町
民
か
ら
な

る
18
名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

【
自
治
基
本
条
例
と
は
？
】

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

を
定
め
た
も
の
で
、
一
般
的
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
基
本
原

則
、
町
民
、
議
会
、
行
政
の
役
割
や

責
務
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
野
木
町

で
は
、
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

支
え
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
お

り
、
協
働
と
自
主
自
律
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

問
総
合
政
策
部
政
策
課
撒（
57
）４
１
０
１

前文

第１章　総則
　○目的と位置づけ　　○定義（町民・議会・町・参画・協働）

　○基本理念　　　　　○基本原則

第２章　町民
　○町民の権利　　　　○町民の責務　　　　○事業者の権利と責務

　○子どもの参画　　　○コミュニティ

第３章　議会 　○議会の役割と責務

第４章　町 　○町長の責務　　　　○職員の責務

第５章　情報の共有 　○情報共有と活用　　○個人情報の保護

第６章　町政への参画 　○意見公募手続き　　○住民投票

第７章　自治運営
　○総合計画　　　　　○行政評価　　　　　○財政・財務

　○行政手続　　　　　○説明責任　　　　　○危機管理

第８章　条例の見直し 　○条例の見直し

　まちづくり推進会議での検討の結果、以下の項目について条例に盛り込むことが提案されました。緑
色の項目については、次ページにまちづくり推進会議での意見を掲載します。

野木町自治基本条例 構成（項目）案

　

野
木
町
で
は
、
町
民
会
議
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
の
他
、
庁
内
策
定
体
制
で

あ
る
自
治
基
本
条
例
策
定
委
員
会
、
若
手
町
職
員
か
ら
な
る
検
討
部
会
を
立
ち
上
げ
、

平
成
26
年
度
よ
り
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
初
の
予
定
で
は
、
平
成
27
年
度
中
の
制
定
を
目
指
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
町
民
の

皆
様
よ
り
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
制
定
を
一
年
先
延
ば

す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
に
は
町
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
よ
り
皆
様
の
ご
意
見
が
反
映
さ
れ
た
条
例
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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キラリインフォメーション

章 項目 まちづくり推進会議での主な意見

第
１
章 

総
則

○目的と位置づけ

・�野木町のスケールを考えるとシンプルな位置づけがよい。細かな対応がしづ

らい条例では困るのではないか。

・町民や町民活動の意義を示すものとする必要がある。

・条例はまちづくりの中心、基本となるイメージである。

・位置づけは、第８章の条例の見直しの部分でも明記したらどうか。

○� 定義（町民 ･
  参画 ･ 協働）

・�町民は、町内において住んでいる、働いている、学んでいる人であり、組織・

団体を網羅した方がよい。また事業所や事務所を有する法人を含めてはどうか。

・�参画は、町民が自発的、積極的に町の立案段階から関わることであるが、どう

いう機会が町民に与えられるか等、大まかに表現しても良いのではないか。

・�協働は、主語を町民、議会及び町長等とした方が良い。その上で、それぞれが

協力することを定義する必要がある。

○基本理念

・�自治の基本的な考えを示すとともに、まちづくり全体の基本理念とする必要

がある。

・�第７次総合計画において位置づけられたまちづくりの理念（人間性の尊重・

自然との共生・町民との協働・地域力の育成）に加え、自主・自律、情報の

共有といった項目を入れてはどうか。

・�まちづくりの理念の「町民との協働」について、協働という言葉は多様な主

体が関わり合うことが含まれているため、「町民との」をつけなくても良い。

○基本原則
・�基本理念の手段や進め方として、協働・参画・情報共有の原則といった基本

原則を定める必要がある。

第
２
章
　
町
民

○町民の権利
・�尊重され安全安心に暮らす、知る、公共サービスを受ける、参画し提案する

等の権利が考えられる。

○町民の責務
・�自らの発言や行動に責任を持つ、地域の発展に貢献する、行事に参加する、

助けあう等の責務が考えられる。

○子どもの参画

・�まちづくりに参画する機会は、地域や学校における環境活動、地域資源の伝承

活動やイベントなどがある。また、計画に関する意見徴収など、町政への参画

機会も増えつつあるが、時間的制約や活動場所等の問題があるといえる。

・目的がわかりやすく、参画しやすい機会を与え、意見を尊重していく必要がある。

○コミュニティ ・地域づくりを活性化させるための担い手づくりに努める必要がある。

第
５
章
　

情
報
の
共
有

○情報共有と
  活用

・�世代に応じて情報の入手方法が異なるため、町はターゲット別に情報を発信す

るなど工夫する必要がある。また、情報の提供についてチェックする必要があ

るのではないか。

・�町民はたくさんの情報の中から必要な情報を選択するよう努める必要がある。

・�地域の情報を町と町民で共有するとともに、地域課題の解決に活用することが

望ましい。

第
６
章
　

町
政
へ
の
参
画

○住民投票

・�住民投票制度が必要な機会として、町を揺るがす事案の発生、大規模施設の建

設、大きな都市計画等が考えられる。

・�投票権者は、基本的に有権者を対象とするが、内容によっては中学生を含める

など年齢を拡大することも検討しなければならない。

・�実施にあたり、適切な方法が選択できるよう案件ごとに条例を定めたらどうか。

・投票結果については、町民の意思として尊重することが望ましい。

◇各項目における意見等

■�広報のぎ５月号では、まちづくり推進会議での素案にもとづき、庁内委員会において検討を重ねた結

果を報告します。
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トピックス ー町の話題ー

「早寝・早起き・朝ごはん」食育教室を開催！

　「いただきま～す♪」お母さんと一緒に元気に挨拶できたか
な？
　２月 17 日（水）の育児相談に来所された方々に試食をしても
らいながら、朝食のお話をしました。
　切り干し大根入りの豆乳みそ汁をしっかり味わい、「おいし
～！」と、かわいい笑顔でお話してくれました。

　
　野木町ボランティア支援センター「きらり館」では、２
月 14 日（日）にホープ館において、中学生対象の協働のまち
づくり講座を開催しました。
　野木中と野木二中の２年生 23 人が、「野木町をみんなで
考える」をテーマに４つのグループに分かれてワークショッ
プを行い、最後のグループ発表では、

「ひまわりで町を埋め尽くしたい」「全員であいさつできる
笑顔があふれる町にしたい」「小さい子どもに色々な体験を
させてあげられる施設を増やしたい」「今よりももっと高齢
者に優しい町にしたい」「外国の人とも交流できる楽しい町にしたい」など、生徒１人１人から野木町
の将来に対する熱い想いを聞くことができました。

　「野木町音頭」や「ふれあいの町」などの楽曲の保存及び
次世代への継承を目的として活動している「野木町民の歌保
存会」は、２月 14 日（日）に開催された「公民館まつり」に
おいて、日頃の練習の成果を披露する発表会を行いました。
　発表会の途中からは一般の観客も参加し、みんなで輪に
なって「ふれあいの町」を歌うなど、全員参加の楽しい発表
会となりました。

野木町協働のまちづくり支援事業

野木町民の歌保存会が歌声を披露しました

中学生対象の協働のまちづくり講座を
開催しました

　２月６日（土）福島県のだいくらスキー場で、野木町ス
キー・スノボ講習会が開催されました。総勢 69 名が参加
され、各々の習熟度に合わせて町スキー協会と現地インス
トラクターにより、滑り方を教わりました。
　最初は、止まれなかったり、曲がれなかったりした参加
者も次第に上達して、斜面を軽快に滑り降りる様子が見ら
れました。なかなか体験の難しいウインタースポーツも、
この講習会をきっかけとして盛んに行われていけばと思い
ます。

野木町スキー・スノボ講習会が
開催されました
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トピックス ー町の話題ー

日東工業株式会社から

ＥＶ車専用高機能普通充電器一式を

ご寄付いただきました。

　２月 25 日（木）日東工業株式会社の松下専務、鈴木機材事
業部長、栃木野木工場の大石工場長、須田総務課長が来庁され、
町長に目録が手渡されました。
　５月 10 日（火）にオープンする野木ホフマン館に設置させて
いただきます。

　第 45 回町工場協会ボウリング大会が２月 12 日（金）下総ゴールドレーンにて行われました。
　日頃の運動不足解消と各事業所との交流と親睦を図るため毎年開催されています。大会は、各事業所
の代表チームが優勝を目指して熱戦を繰り広げました。
　成績は、次のとおりです。【参加 14 事業所、参加者数 80 名（敬称略）】

団体の部
　優　勝　　　アイザック㈱ Ｂ
　準優勝　　　㈱乃木鈴建設産業
　３　位　　　工場協会事務局
個人の部
　優　勝　　　島津　忠弘　㈱乃木鈴建設産業
　準優勝　　　鶴巻　廣光　㈱乃木鈴建設産業
　３　位　　　大野　薫　　日本ピストンリング㈱Ａ
女性の部
　優　勝　　　浅見　和美　　㈱ムトウユニパックＢ　
　準優勝　　　大貫　かおり　アイザック㈱ Ａ
　３　位　　　森　　真理　　栃木日信㈱

第45回野木町工場協会ボウリング大会

野木分署に新型の消防車を配備しました

　３月１日（火）、小山市消防署野木分署に新型の消防車
が配備されました。この消防車は、2,000渥の水槽と圧
縮空気泡消火装置（ＣＡＦＳ＝通称キャフス）を装備
し、消火性能を向上させました。また、車体をスリム化し、
狭あい路での消防活動性能を強化しました。

　野木ライオンズクラブ（会長：鈴木隆守氏）より平成
27 年９月に発生した関東・東北豪雨災害の援助として、
昨年 10 月８日（木）に災害用非常食（20 万円相当）と本年２
月25日（木）に避難所標識（14万円相当）及び照明器具（６万
円相当）をご寄附いただきました。
　鈴木会長は、「これからも町のために協力していきたい」
とおっしゃっていました。

野木ライオンズクラブから
寄贈されました
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トピックス ー町の話題ー

投
稿
　 

野
木
町
生
ま
れ
の 

　
　
　
ホ
タ
ル
幼
虫
を
放
流

　
　

の
ぎ
水
辺
の
楽
校
応
援
倶
楽
部

　　
水
辺
の
楽
校
応
援
倶
楽
部
の
活
動

も
５
年
目
を
迎
え
、
初
め
て
野
木
町

生
ま
れ
の
源
氏
ボ
タ
ル
の
幼
虫
を
、

３
月
６
日（
日
）・
８
日（
火
）ホ
タ
ル

の
里
に
放
流
し
ま
し
た
。

　
放
流
で
は
、
幼
虫
を
大
切
に
育
て

て
い
た
だ
い
た
友
沼
小
と
野
木
小
の

児
童
と
、
多
く
の
保
護
者
の
み
な
さ

ん
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

 

６
月
に
は
、

こ
こ
で
育
ち
、

さ
な
ぎ
と
な

り

成

虫

と

な
っ
た
ホ
タ

ル
の
乱
舞
が

期
待
さ
れ
ま

す
。

投
稿
俳
句
　
野
木
俳
句
会

町
と
町
繋
ぐ
大
橋
遠と
お
せ
つ
れ
い

雪
嶺
　
　
秋
元 

幸
治

力
欲
し
い
か
ら
青
麦
に
添
い
寝
す
る

石
川 

和
子

春
の
夜よ

わ半
よ
き
こ
と
数
え
一ひ
と
ひ日
閉
づ

小
川
　
鶴
枝

そ
の
喧
嘩
鬼
に
喰
わ
せ
て
年
の
豆

幸
田
　
慶
三
郎

草
萌
え
や
足あ
う
ら裏

の
笑
ふ
川
堤

小
林 

た
け
し

若
き
世
の
父
母
と
枯
野
の
谷
中
湖
へ

田
村 

行
子

如き
さ
ら
ぎ月

や
介
護
を
解
か
れ
仮
縫
に

藤
間
　
雅
江

ち
ら
ち
ら
と
白
き
が
降
る
よ
鰤
大
根

名
井 

ひ
ろ
し

母
の
日
や
少
し
派
手
着
で
香
を
焚
く

吉
田 

研
次
郎

西
に
残

ざ
ん
し
ょ
う照
中ち
ゅ
う
て
ん
天
に
春
の
月軽

部 

榮
子

第９回公民館まつりが開催されました

　公民館の利用サークルの活動発表体験の祭典、第９回公民館
まつりが２月 13（土）、14（日）の両日、野木町公民館で開催され、
3,500 人が訪れ賑わいました。
　公民館では各種サークルの体
験に、体育センターではウエイ
トリフティングと軽スポーツの
体験にと、来場者が体験を果敢
に挑戦し楽しんでいました。

　来年は、10 周年。更にパワーアップする公民館まつりにご期待く
ださい。

町職員が非常招集訓練を行いました

　２月 14 日（日）、町は初の職員非常招集訓練を実施しました。町長が職員に非常招集を指示した後、
約 40 分間で職員の約７割に当たる 110 人が集まりました。
　招集訓練後、職員は、災害時に避
難所で想定される出来事を疑似体験
する避難所運営訓練の実施と国土交
通省利根川上流河川事務所防災対策
課長による防災講習会で昨年の豪雨
状況等の説明を受けました。
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消費者行政に関する首長表明
　近年の消費者を取り巻く環境は、インターネット等を利用した消費者被害や、若者、高齢者を狙っ
た悪徳商法の増加など、刻々と変化し、手口も非常に巧妙になっております。
野木町ではこのような被害の未然防止策として、消費生活センター窓口での消費者トラブルの問題解
決の助言のほか、国の消費者行政活性化基金等を活用したチラシ、パンフレットによる啓発活動、講
演会の開催などを実施しております。
　今後も町民に皆様が安全、安心に暮らせる地域社会づくりを目指して、継続的に消費者行政に取り
組んでまいりたいと考えております。
平成 28年４月 1日　　

野木町長　真瀬　宏子

　

障
が
い
が
あ
る
こ
と
で
障
が
い
が

な
い
人
た
ち
と
は
違
う
扱
い
を
受
け

て
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く
す
こ
と

で
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

「
障
が
い
を
理
由
と
し
た
差
別
」

○
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い

　

障
が
い
を
理
由
と
し
て
、
正
当
な

理
由
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒

否
し
た
り
、
制
限
し
た
り
条
件
を
付

け
た
り
す
る
よ
う
な
行
為
を
言
い
ま

す
。

○
合
理
的
配
慮

　

障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
の
求
め
に

応
じ
、
負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲

で
、
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め

に
必
要
な
合
理
的
配
慮
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
配
慮
を
行
わ
な
い
こ
と

で
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
利
益

が
侵
害
さ
れ
る
場
合
も
、
差
別
に
当

た
り
ま
す
。

「
法
律
の
ポ
イ
ン
ト
」

　

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を
す
る

こ
と
は
、
役
所
も
会
社
・
お
店
な
ど

も
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

役
所
は
必
ず
合
理
的
な
配
慮
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
社
・
お

店
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
努
力
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
社
会
的
障
壁
に
つ
い
て

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
日
常
生
活

や
社
会
生
活
を
送
る
に
は
、
様
々
な

困
難（
＝
社
会
的
障
壁
）が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
街
中
の
段
差
、
漢
字
ば
か

り
の
書
類
、
制
度
や
慣
行
、
障
が
い

の
あ
る
人
に
対
す
る
理
解
不
足
か
ら

生
じ
る
偏
見
な
ど
様
々
で
す
。

○
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て

　

ど
の
よ
う
な
配
慮
が
合
理
的
配
慮

に
あ
た
る
か
は
個
別
ケ
ー
ス
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

　

例
と
し
て
は
、
車
椅
子
を
使
っ
て

い
る
人
が
乗
り
物
に
乗
る
と
き
に
手

助
け
を
す
る
こ
と
や
、
窓
口
で
障
が

い
が
あ
る
人
の
障
が
い
の
特
性
に
応

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

（
筆
談
、
読
み
上
げ
な
ど
）
で
対
応

す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

※�

次
回
か
ら
「
障
が
い
ご
と
の
合
理

的
配
慮
～
お
願
い
し
た
い
配
慮
と

サ
ポ
ー
ト
～
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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０
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２
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９
６  
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９
３

ご
存
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で
す
か
？
　 

障
害
者
差
別
解
消
法 

～
平
成
28
年
４
月
１
日　

施
行
～
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４月からごみの分別方法が一部変更となり、新たに ｢プラ容器｣ と ｢剪定枝｣ という分別が加わりました。

ごみの分別が変わりました

　商品の中身を取り出して不要となるプラスチック製の容器や包

装のことです。プラマークが目印です。

　プラ容器は中身を完全に使い切り、水でさっと洗って汚れを取り除いてから、

透明または白色半透明の袋に入れてお住まいの地域などで指定された可燃ごみの

集積所に出してください。出す曜日は家庭ごみ収集計画表をご確認ください。

このプラマークが目印！

剪定枝

　剪定枝とは、庭木や生け垣を剪定した木の枝のことです。太さ
10cm、長さ 60cm 以下にしてから、麻ひもか紙ひもで縛ってか
らお住まいの地域などで指定された可燃ごみの集積所に出してく
ださい。出す曜日は家庭ごみ収集計画表をご確認ください。

粗大ごみ・一時多量ごみの直接搬入先が変わりました

　これまで、粗大ごみと一時多量ごみを直接搬入していただく場合は、小山市内にある中央清掃センター

にお願いしておりましたが、４月からはごみの種類によって直接搬入先が変わりますのでご注意くださ

い。

●粗大ごみ・可燃ごみ・不燃ごみ・びん・缶・ペットボトルはこちらへ

　中央清掃センター

　小山市塩沢 576 － 15　撒 0285（24）3194

●剪定枝・プラ容器・古紙・古布はこちらへ

　南部清掃センター

　野木町南赤塚 1513 －２　撒 0280（33）3310

問町民生活部生活環境課撒（57）4246

南部清掃センターが完成しました鎧
　野木資源化センター跡地（野木町南赤塚 1513 －２）に小山広域保健衛生組合が整備を進めていた

南部清掃センターが完成し、４月から本格的な稼働が始まりました。

プラ容器

葛南部清掃センター

これまで通り、野木町の生ごみをリサイクルする施

設に加え、野木町、小山市、下野市のプラ容器と剪

定枝をリサイクルする施設や研修施設などを総称し

て南部清掃センターといいます。野木町にお住まい

の皆さんにも、南部清掃センターの稼働開始に伴っ

て 4 月から「プラ容器」と「剪定枝」の分別をお願

いしております。リサイクル率向上のためにも、よ

り一層の分別をお願いします。
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－子どもたちの未来へ・・
大切な近代化の遺産を伝えたい－

野木町煉瓦窯
５月 10 日（火）

グランドオープン鎧

野木町煉瓦窯・野木ホフマン館
　内覧会（分館・町共催）

グランドオープンに先立ち、野木町民の皆様に向けた事前公開と
して内覧会を開催いたします！

対象　小学校区分館に分かれた全町民の皆様（参加費は無料です）
　　　４月 23日（土）10時～ 11時 30分　野木分館・佐川野分館
　　　　　　　　　 15時～ 16時 30分　友沼分館
　　　４月 24日（日）10時～ 11時 30分　南赤塚分館
　　　　　　　　　 15時～ 16時 30分　新橋分館
内容　野木ホフマン館の内部見学
　　　野木町煉瓦窯のガイド付き無料見学
　　　館内飲食店「こびとカフェ」のプレオープン　など

　日本の近代化を支え、我が国のインフラ整備に大切な役割
を果たした野木町煉瓦窯の修復が終わり、いよいよ一般公開
を迎えます。
　さらに、観光と学習の拠点、地域振興の拠点として、野木
ホフマン館（野木町交流センター）も完成し、５月 10 日（火）

には、煉瓦窯の公開と野木ホフマン館の竣工を記念したグランドオープン式典と各種記念のイ
ベントなどを予定しております。５月 10 日（火）～ 15 日（日）をグランドオープンウイークとし
て、煉瓦窯の無料特別公開を予定しております。

興グランドオープン式典（会場：野木町煉瓦窯特設会場）
　５月 10 日（火）10 時～ 12 時　
　　テープカット・式典・アトラクション

興煉瓦窯特別公開【見学無料】（５月 10 日～ 15 日）
　５月 10 日（火）	 見学時間：14 時～ 17 時　
　５月 11 日（水）～ 15 日（日）　見学時間：  ９時～ 17 時
　※５月 17 日（火）以降の煉瓦窯の見学につきましては、
　　見学料（高校生以上 100 円）を徴収いたします。

興記念イベント関連事業
  （会場：野木町煉瓦窯特設会場　他）

　○煉瓦窯・メタセコイア並木への
    ライトアップ
　　（５月 10 日～ 15 日）
　○特別企画展「野木の起源」
　　（５月 10 日～７月 31 日）
　○町内出土の縄文土器を
    使った生け花展
　　（５月 10 日～ 15 日）
　○バルーン係留
　　（５月 10 日）
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町の人口 ３月１日現在

　◇人口　男 12,573人　女 12,745人　計 25,318人　◇世帯数 9,637
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　お転婆な理緒花とのんびり屋の萌絵香。
喧嘩もするけど２人一緒が大好きな仲良し
ツインズ。家族４人で楽しい思い出作って
いこうね♪
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潮
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な
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「
銀
河
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道
の
夜
」

　
２
０
１
６
年
は
宮
沢
賢
治
の
生
誕
１
２
０
年
で
す
。
宮
沢
賢
治
は
岩
手
県
の
花
巻

に
生
ま
れ
、
37
歳
と
い
う
短
い
生
涯
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
童
話
や
詩
を
残
し
ま

し
た
。
賢
治
は
な
ぜ
童
話
を
か
い
た
の
で
し
ょ
う
か
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お
そ
ら
く
未
来
を
創
る
子
供

た
ち
に
向
け
た
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セ
ー
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伝
え
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
か
つ
て
子
供
で
あ
っ
た
私
た
ち
大
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
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。

　『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
は
、
二
人
の
少
年
（
ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
）
が
列

車
に
乗
っ
て
「
天
の
川
」
と
呼
ば
れ
る
銀
河
や
星
座
の
宇
宙
に
旅
立
つ
物
語
で
す
。

な
ぜ
二
人
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銀
河
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道
に
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こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
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病
気
の
お
母
さ
ん

の
た
め
に
働
く
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し
い
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ジ
ョ
バ
ン
ニ
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の
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に
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で
溺
れ
た
友
達
を
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け

て
亡
く
な
る
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
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せ
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銀
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、
ど
こ
に
向
か
っ
て
走
る
の
で

し
ょ
う
か
？
「
ほ
ん
と
う
の
幸
い
」
を
求
め
る
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は
続
き
ま
す
。

　
自
然
と
人
間
の
た
め
の
科
学
と
宗
教
を
求
め
た
賢
治
が
描
い
た
銀
河
鉄
道
は
、
こ

の
世
か
ら
あ
の
世
に
向
か
う
列
車
で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
私
た
ち
は
誰
も
が
こ
の

銀
河
鉄
道
に
乗
っ
て
旅
立
ち
ま
す
。
こ
の
世
界
の
貴
重
な
生
命
の
時
間
、
あ
な
た
は

ど
の
よ
う
に
生
き
ま
す
か
？

高
たかしま

島　理
り お か

緒花ちゃん
　　　萌

も え か
絵香ちゃん

お子さんの写真を募集しています！

（２歳10か月）

第２回野木町春まつり
　町では３月26日（土）に開催されたバルーン
フェスタに引き続き、「さくらまつり」「ささら
獅子舞」「春神楽」を開催します。詳しくは広報
のぎ４月号11頁をご覧ください。地域の伝統文
化に触れ、春を感じてみませんか。


